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＜連絡事項＞
・患者様の携帯利用にあたり個人情報漏えいの可能性有る為、私物利用同意書の内容について検討していく。
[bookmark: _GoBack]・20号室清掃行っている。本日から使用可能となっている。

＜入室状況＞
・特記なし。

＜患者様連絡事項＞
・庭田　久美子様～14時　自宅へ退院となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入、時間外の嗜好品を持ち出そうとする行為あり早めに開放観察終了している。自室では不潔行為等見られず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時隔離開放に関する訴え聞かれるも攻撃性、過度な飲水要求聞かれず、自室にて静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。開放中来詰され「話したい」と訴えあり傾聴。現在の環境についてや私物に関して不満聞かれ表情硬く次第に他患者への他責的な感情の訴え聞かれる。頓服薬使用すすめると了承され不穏時クエチアピン（100）1T服用される。服用後1時間程すると「気持ち切り替えられました」と話されその後は不満の訴え聞かれずにいる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜村上Dr診察＞
・山蔭　哲也様～明日からの外泊について、飲酒には気を付けるように説明あり。また今回の外泊良ければ退院も検討するとの話あり。外泊中に家族と相談し退院日を設定するとのこと。12/22帰院時退院日について確認お願いします。

・古戸　功様～持参薬切り替えとなっている。

＜入院患者情報①＞
氏　　名：大山　広美様
　生年月日：昭和34年1月11日(65歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　当院3回の入院歴あり。アルコール依存症治療プログラムや、
　身体不調のための入院であり、症状改善後は自宅へ退院して
　いた。R5年4月17日当院退院後は定期的に外来通院していたが、
　断酒は難しいと話し飲酒は継続していた。また、発熱や腹痛
　などで体動困難となり、救急搬送されることがR5年12月とR6年
　12月1日に2回あった。いずれも短期間で回復し、自宅退院と
　なっている。R6年12月8日頃よりADLの低下が著しく、転倒後に
　立ち上がれない様子や便失禁がみられている。転倒後立ち上れ
　ないことから頻回に訪問看護へオンコールしている。12/18の
　オンコールでは強い振戦の訴えもあった。本人より「自宅じゃ
　生活できなそうだから施設に入りたい」といった旨の話が聞か
　れており、現在の生活状況では施設入所までの期間の生活も
　危ぶまれるため当院での入院を検討できないかと訪問看護師
　より相談あり。本日の診察にて本人様も入院治療希望聞かれた
　ことから東病棟へ任意入院となる。

＜入院患者情報②＞
氏　　名：下浅　光敬様
　生年月日：昭和46年9月23日(53歳)
　病　　名：双極性感情障害
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　本日午前中に母親から当院に電話連絡あり。飲酒している状態と思われるが暴力行
為などがみられていたようである。通院先のおおぞらクリニックに受診してみるよう
に伝えるが、その後入院希望ということで再度連絡あり来院。
母親より数か月も、飲酒は続いていたようで、ウイスキーをボトル半分位を飲んでい
るようである。兄の方に首を絞める行為があり、これまでやられてきたことを仕返し
してやる、といって暴力をくわえていたとのこと。アルコール酩酊状態による精神不
穏、粗暴行為があり、入院としていくが、本人が入院に対しては拒絶はあり、入院の
必要性を感じていないため母親の同意を得て本日東Aユニットへ医療保護入院となる
